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『表札・看板』入力オペレーション

❶：『間仕切』画面で入力階を表示し、左ツールバーの『内外 S』⇒『表札・看板』を選択します。

❷：『表札・看板』入力設定ダイアログの以下設定を確認し、必要に応じて変更します。（入力後の変更も可能です。）

ⓐ：タイプ     ：『本体あり/文字のみ』の何れかを選択します。 

ⓑ：簡易プレビュー   ：設定内容で簡易プレビュー表示します。

・更新：簡易プレビューの表示更新を行います。

・３D ：３Dプレビューによる拡大表示や材質変更確認が可能です。

©：サイズ   ：ⓐが『本体あり』の場合は本体のサイズを設定します。（文字はⓔの『余白』内に加工します。） 

ⓐが『文字のみ』の場合は、文字のサイズを設定します。

ⓓ：下端高  ：基準高（GL または FL）と、基準高から表札・看板の下端までの高さ（±）を設定します。 

ⓔ：文字列  ：文字列を設定します。 

・画像：ⓐが『本体あり』の場合、文字の代わりに画像（*.bmp、*.jpg、*.png）の指定が可能です。

・両面：ⓐが『本体あり』で表札・看板の両面に文字または画像を貼る場合は、『両面』を ONにします。

・余白：ⓐが『本体あり』で『文字列』の場合に、本体外周から文字列までの余白を設定します。

余白を除いた領域内に収まる文字サイズ（文字縦横比固定）で文字列を貼り付けます。 

ⓕ：回転   ：回転テーブルで表札・看板の表側（▼）を確認しながら表札・看板の向きを設定します。 

ⓖ：配置基準   ：必要に応じて『配置基準』と吸着対象（壁面自動/グリッド）を設定します。（未選択時は中央基準） 

ⓗ：パース材質  ：『本体/文字』のパース材質を設定します。（平面表示は破線） 

❸：表札・看板のラバーバンドが表示されますので、配置位置で 1点指定入力します。（※必要に応じ、予め補助線を作図しておきます。）

本体あり（画像） 

1 

2 

❸1点指定入力

3

a 

b 

c 

d 

e 

f 

g 

h 

文字のみ 本体あり（文字） 

表札・看板について、本体と文字列または画像による３D表現の他、本体の無い文字列のみの３D表現が可能です。 

表札・看板入力 
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『間仕切 ⇒ 外部床 ⇒ 面』の汎用的な利用により、3Dパースでの造形物の表現が可能です。 

本マニュアルでは、看板の支柱・腕木等の汎用表現例をご紹介します。 

ポイント１：看板の支柱・腕木等の表現 

『面』入力オペレーション

❶：『間仕切』画面で入力階を表示し、左ツールバーの『外部床』を選択します。

❷：『外部床』入力設定ダイアログの『面』を選択後、以下設定を確認し、必要に応じて変更します。（入力後の変更も可能です。）

ⓐ：入力方法  ：『多角形/矩形』の何れかの入力方法を選択します。（本入力例は矩形） 

ⓑ：高さ・下端高  ：入力面の高さ・下端高を入力します。（本入力例の設定は下図参照） 

・高さ ：入力面の鉛直方向の高さ（厚み）を設定します。

・下端：入力面下端の GLからの高さを設定します。

©：材質   ：必要に応じ平面表示色やパース材質を確認変更します。 

・カラー  ：平面がカラー表示の場合の平面表示色を設定します。

・テクスチャ：平面がテクスチャ表示の場合の平面表示材質・パース材質を設定します。

❸：ⓐで選択中の入力方法に従い、多角形は連続点指定（最終点ダブルクリック）、矩形は２点指定で入力します。

（※必要に応じ、予め補助線を作図しておきます。）
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看板の入力設定例 看板支柱・腕木の表現例 
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Ⓐ支柱 Ⓑ腕木 Ⓒ腕木

高さ 5,000 100 100

下端GL± 0 2,100 4,800
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